




研究目的 

先天性副腎過形成症の治療の目的の一つは、正常な成長を期することであり、hydrocorti

sone.mineralocorticoid の投与量および投与方法がより生理的でなければならない。その

指標として、尿中 17-KS・pregnanetriol(Pt)排泄量、PRA、血中 17-OH-progesterone、DH

EA-S、△4-androstenedione などが用いられている｡我々は 21-hydroxylase 欠損症の同胞

例について、その臨床経過を特に成長(身長・体重・性発育)という面から検討し、上記の

指標との関連をみた。更に、21 ｰ hydroxylase 欠損症では HLA-B および DR locus との関連

が報告されており、2症例および両親について HLA の family study を行った｡ 


